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いないし、万人が認める 100名 山もないし、まして深田久弥が重いテントや食料を担いで登

り感激 した山に車で麓まで行き、軽いザック 1つで往復しても久弥の感激を味わえるものでも

ない。それなのに久弥の 100名 山はなぜこんなに有名にならてしまったのだろうか ?テ レビ

でおなじみの山の無名塾を主催している岩崎元朗氏の話では「あまりにも中高年が山に登りだ

し、これらの人に何か目標を与えてやれば登山がもつと有意義になると考えた。その時ふと浮

かんだのが久弥の 100名 山である。」単に、あの背の低いオッチャンが衝動的に思いついただ

けなのだと思うと100名 山なんか馬鹿らしくなつてしまつた。日本に 100名 山が仮にあつ

たとしても、 1人の山好きとして 100回登つてもすばらしい感動を味わい、飽きない山にめ

ぐり合えたらその方がずつと素晴らしいことであろうし、実際そのような山があるはずだ。そ

れは登山の王道にかなつている山に違いない.登山の王道それは “より高くより困難に"であ

るが、そんなことは若い岳人に任せればよいc我々シエアにとつての王道とは何なのであろう

か ?今まで トレーニングとしてしか登つたことのない吉野や六甲のいわゆる里山に登つてみた。

それらの山には地図からルー トを探し出す難しさがあつたが、いくら数を登つても心は満たさ

れなかつた。シエア自然大学に入り木、花、草など自然の観察を経験するうちに何やらぼんや

りと明かりが見えてきた。ちまちました山をいくら数多く登つても、ちまちまとした感動しか

与えられない。

大2羊雄よ篇甥判鍵饉胤鋏酬鰤
雄大な山の自然に触れることではないのか !心は決まった。自分の住んでいる葛城市に地元優

先の小さな登山のサークルを作ろう。その “コンセプ トは雄大な山に登ろう"で良いのではな

いのか ! 今年 3月 に発足した葛城MCW(登 ろう、歩こう会)は、今 7月 末 18名で北アル

プスの双六岳、笠ケ岳に登つた。全員が山の自然の雄大さを感じたと自負している。私の心か

ら北海道や九州の離島の山が消えていたのが嬉しかつた。

今夏めぐり合つた花 (私の分かる範囲で)

ハクサンイチゲ、ヨツバシオガマ、ハクサンフウロウ、ミヤマクロユリ、シナノキンパイ、

チングルマ、クルマユリ、ミヤマダイモンジソウ、コバイタソウ、タカネシオガマ、シモツケ

ソウ、ハクサンチ ドリ、キバナシャクナゲ、コイフカガミ、キヌガサソウ、ミヤマシシウド、

ミヤマナナカマド



岬 啄厘ツ種タト 。しぷ■卜 8圃

7月 24日 (火)晴 参加者  16名 (内女性 3名 )
梅雨明け宣言が出て、日中は 30℃を越える。参加者が回を追うごとに増えるのはま

ことに心強いことである。

9時作業開始。ベース廻りの草刈、ならやま大通り沿いの竹薮の間伐などめルーチン

作業の続行。梅の枝の剪定、コスモス畑の草引き、スイー ト・コーンの収穫など、各々

が体力に応じて仕事を分担する。

今日は南側の林地へ向けてブッシュを刈り、取り付き路を開く。雑木林に入ると中は

ひんやりとしている。ハンモックで昼寝できれば最高・・ 。とは女性の意見.林の手前
に 30坪程のきれいな小池がある。このあたりで観察される可憐なチョウトンボの発生

場所かも知れない。昼休みには、冷えたスイカも出て喜ばれる。県生活環境部より2名

来訪、草メ1払機 5台お持ちいただく。  午後 2時 30分解散
追記 : 収穫したスイー ト・コーンは各人 3～ 4個を持ち帰りました。甘くてなかな
か美味しかったという評判です。植えつけていただいた樋口さん有難うございました:

8月 4日 (土) 曇り後晴れ 参加者 15名 (内 新規参加者 1名、女性 2名 )
9時作業開始.竹薮の間伐整備作業、サツマイモのつる返し、秋播き大根のための畝
作り、コ不モスの草取りなどに取り掛かる。何分にもこの猛暑、流汗淋済の中での作業

となつた。体調に配慮して作業は午前中で切り上げとする。

午後は、有志のみなさんがDE地区の林地で自然観察ルー トの調査を試みる。しかし、
ウルシとか下生え類が予想外にきつく、里山への着手はやはり秋以降という結論になる。

なお、「ならやまプロジェク ト」での自然観察の記録とまとめの担当を、林令子さん

にお願いしました。各位のご協力よろしくお願いします。

また、今回から下記の看板をB地区の入り口に掲示しました。 解散 午後 2時 30分

奈良県買入地景観形成事業活動区域

活動団体 奈良・人と自然の会

(代表 川井秀夫)

許可番号 奈良県風保第 78号、79号

(古川 祐司 記)
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向武鮮 猥々

悪女かも日紅ほどの草苺 川井 秀夫

八月は当会の行事は夏体み。ある行事の下見で平群の里を歩きました。
社の路傍に毒々しい深紅の群れ。いゃぃゃこれはお稚児さんの日元でした。

サシバ 小田 久美子

49挙
ン
ぉょそハシボソガラス大のタカです。 松尾芭蕉が伊

良湖岬で詠んだ句が紀行文「笈の小文」に   < 鷹一つ
見つけてうれし いらこ崎 >   といぅのがあります。
北日本からの群れの一つは、さながら高速道路の料金所の

ように伊良湖岬に集結します。

日本列島を島づたいに南下し、東南アジアやフイリピンなど
への遠い渡りをします。日本列島最後の渋滞は鹿児島県佐多岬。

途中の沖縄では長い旅での弱つたサシバを手掴みで捕え昔は

大切な蛋白源とされたそうです。沖縄では年中見られ、カラスの
園
学アツ

|り入ノぞらぃ
ように電線や本の梢で「ヒ

゜
―クイニJとのんびり鳴いていたりします。 9月 下旬から始まる

渡りの観察どきには、高見山などの高い所でアサギマダラのひらひら飛ぶのが一緒に見ら

れ驚きます。 他のタカたちと共に上昇気流で空に舞い上がるタカ柱や、気流を捕らえた
後羽ばたくことなく流れるように去って行く姿はとても感動的です。機会がありましたら

是非一度「タカ渡リウォッチング」に参カロして彼らにエールを送つて下さい。併れる日も多い

けど、当たったら1大感動 で→ あなたの周りが自然豊かでしたら、まだ日常の彼らに出会える
かも知れません。
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